


私たちのくらしの中にはたくさんのものがありますが、これらは様々なアイデア
やデザインなどをもとに作られています。
人のアイデアなどが今の便利で快適な暮らしを支えてくれているのです。



アイデアやデザインなどを勝手に使われたり、まねされたのでは、新しいものを
創造しようという創作者の意欲が失われてしまいます。また、商品やサービスにつ
けるマーク（目印）を勝手にまねされたのでは会社の信用問題になりかねません。
そこで、こうしたアイデアやマークを守るルールが特許、実用新案、意匠、商標の
各制度です。
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※実用新案制度について
物品の形状、構造又は組合せのアイデアは「実用新案権」という知的財産権です。

実用新案権を取るには？
簡単な形式審査に合格すると実用新案権を取得することができます。（出願する時に出願手
数料と登録料を納めます）



私たちの社会では、新しいものが次々と開発され、世の中の役に立っています。
これらの技術開発によって生まれたアイデアや発明を、財産として守ってくれる

のが「特許権」という知的財産権です。特許制度は、発明者に発明の独占を認める
一方で、その代わりにその発明を公表して、それをヒントに新たな技術開発を促進
する制度です。皆さんが使っている携帯電話もたくさんの発明によってどんどん小
型で便利なものになり、今ではたくさん人が持つようになり、私たちの生活には欠
かせない物になりました。まさに、特許制度は日本の経済成長を支えている柱の一
つと言えます。



商品のデザインは、私たちのニーズやトレンドを先取りするかのように時代とと
もに変わってきています。個性的なデザインほど商品の売れ行きを左右することが
よくあります。
しかし、魅力のあるデザインになってくると、まねをされやすいということがあ

ります。
この商品のデザインを財産として守ってくれるのが「意匠権」（いしょうけん）と

いう知的財産権です。



私たちが商品の購入やサービスを利用する時、商品等の「名前」や「マーク」を
一つの目印として選んでいます。この商品やサービスの信用を積み重ねることによ
って、「信頼がおける」「安心して買える」というブランドイメージが増していきま
す。しかし、「名前」や「マーク」を勝手にまねられて、品質が悪いものが出てくれ
ば、ブランドイメージ自体は低下するでしょう。
この商品やサービスに付ける「名前」や「マーク」を財産として守ってくれるの

が「商標権」という知的財産権です。



※平成21年3月現在の特許関係料金で算出しています。

知的財産にはいろいろな種類のものがあります。例えば、新機能搭載のロボットやその組み立て
方法などのように独創的な新技術は「発明」と呼ばれます。日用品の改良などのちょっとした発明
は「考案」と呼ばれます。工業製品のデザインは「意匠」と呼ばれます。商品の名前などは「商標」
と呼ばれます。音楽や映画、小説・絵画などは著作物と呼ばれます。
これらの知的財産は「知的財産に関する法律」で守られています。発明は特許法で「特許権」と

して、考案は、実用新案法で「実用新案権」として、商標は商標法で「商標権」として、著作物は
著作権法で「著作権」としてそれぞれ守られています。
このうち、特許権、実用新案権、意匠権、商標権の4つを産業財産権といい、産業の発展を目的

とした権利として、特許庁で扱っています。著作権は文化の発展を目的とする権利で文化庁で扱っ
ています。
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